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扶　養　手　当

1. 配偶者　　　　 　　13,000 円
2. 扶養親族
　1人当たり　　　　　6,500 円
3. 特定扶養親族加算
　（16 歳から 22 歳まで）　5,000 円

管理職手当

課長　給料月額 10％
課長補佐　 8％・7％

住　宅　手　当

持家　月額 2,000 円
　（5年経過までは 3,000 円）
借家
・月額 23,000 円以下の場合、家
賃から 12,000 円を控除した額
・月額 23,000 円を超える場合、
家賃から 23,000 円を控除した
額の 1/2 に 11,000 円を加算し
た額（支給額限度額 27,000 円）

通勤手当（自家用車等の場合）

2 ㎞～5㎞未満
5㎞～10 ㎞未満
10 ㎞～15 ㎞未満
15 ㎞～20 ㎞未満
20 ㎞～25 ㎞未満
25 ㎞～30 ㎞未満
30 ㎞以上

3,500 円
5,000 円
6,500 円
8.900 円
11,300 円
13,700 円
16,100 円

区　分

標準的な
事務内容

職員数（人）

構成比（％）

1　級

主　　事

4

5.00

2　級

主　　事

7

8.75

3　級

係　　長
主　　事

37

46.25

4　級

課長補佐
係　　長

24

30.00

5　級

課　　長

5

6.25

6　級

課　　長

3

3.75

7　級

課　　長

0

0

計

80

100

区　　　　　　　分

合　　　　　　　計

一般行政部門

議 会
総 務 企 画
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
土 木

小 計
教 育
小 計
水 道
国 保
介 護
小 計

平 成 22 年

2
18
6
9
6
1
9

51
23
23
1
1
3
5
79

2
18
6
10
6
1
9

52
23
23
1
1
4
6
81

平 成 23 年

0
0
0
1
0
0
0

1
0
0
0
0
1
1
2

対前年増減数職　　　員　　　数

特別行政部門

公営企業等
会 計 部 門

表7.  級別職員数の状況について（平成 23年 4月 1日現在）

（3）その他の手当について

表8.  部門別職員数の状況（各年 4月 1日現在：単位　人）

（注）1. 和木町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
　　　2. 職員に適用される給料表の級は、仕事の難易度や責任の度合いにより区分されています。

（注）教育長を含み、臨時および非常勤職員は除く。
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区分

22年度

人　口

H22.4.1 現在
6,550 人

歳出額A

千円
3,655,065

人件費 B

千円
734,039

人件費比率
（B/A）

20.1%

23 年度

表1.  人件費の状況（一般会計当初予算）

H23.4.1 現在
6,468 人

千円
4,889,821

千円
733,266

15.0%

区　分

高校卒

大学卒

和　木　町

140,100 円

172,200 円

国の制度

140,100 円

172,200 円

表4.  職員の初任給の状況（平成 23年 4月 1日現在）

（注）人件費には、特別職（町長、町議会議員、その他各種
　 　委員等）の給与、報酬を含みます。

（注）経験年数加算制度有

区　分

和木町

国

平均給料月額

340,005 円

322,574 円

平均給与月額

408,496 円

348,156 円

平均年齢

42.2 歳

41.6 歳

表5.  職員の平均給料月額および平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成 23年 4月 1日現在）

（注）平均給与月額は、平均給料月額に管理職手当、扶養手
　　　当、住居手当等を加えたものです。
　 　国とは、国家公務員の統計で、平成22 年 4月 1日現在
　　　の数値です。

（注）管理職手当が支給される職員に対しては、時間外
　 　手当は、支給されません。

和　木　町
（平成 23 年度支給割合）

6月期
12月期
計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.600月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.350月分

職制上の加算措置有

国
（平成 23 年度支給割合）

6月期
12月期
計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.600月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.350月分

職制上の加算措置有

表6.  職員手当の支給状況について
　　　　　　　　　　　　　（平成 23年 6月 1日現在）

（2）時間外手当について
　1. 平日の時間外手当（1時間当たりの単価×125/100）
　 深夜勤務（22 時～5時）の場合 25/100 を加算
　2. 休日時間外手当（1時間当たりの単価×135/100）

区分 職員数
給　　与　　費

給　料

千円
289,691

職員手当

千円
142,261

共済費

千円
101,430

計

千円
533,382

23年度 76 人

表2.  職員給与費（一般会計当初予算）

（注）職員数に教育長を含む。

区　分 給料月額等 期　末　手　当

町 長

副町長

教育長

議 長

副議長

委員長

議 員

738,150 円

611,520 円

567,450 円

290,000 円

239,000 円

221,000 円

216,000 円

（支給月）
6月期
12 月期
計

（支給割合）
1.40 月分
1.55 月分
2.95 月分

表3.  特別職等の報酬状況（平成 23年 6月 1日現在）

（職制上の加算措置有）
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知っておこう！

６５歳以上の方

国民健康保険料＝
　　　　 　　医療分+支援金分
介護保険料＝介護分

年度の途中で
　　６５歳になるとき

※介護保険料は、老齢（退職）
年金等が年額１８万円（月額
１５，０００円）以上の方は年金
から天引きされ、それ以外の方
は別に納付書で納めます。

　介護保険の第１号被保険者に
なる６５歳の誕生日の次の月
（誕生日が１日の人はその月）
から、介護保険料の納付方法が
変わります。第２号被保険者と
しての介護分の保険料は１年間
で按分して計算していますので
二重払いにはなりません。

４０歳～６４歳の方は、介護分の保険料も合わせて賦課されるので、国保料は年齢に応じて次のように
なります。

介護保険の第１号被保険者

４０歳～６４歳の方

国民健康保険料＝
　　医療分+支援金分＋介護分

年度の途中で
　　４０歳になるとき

（合わせて納付）
※同じ世帯の４０歳～６４歳以
外の方は、介護分の負担はあ
りません。

　介護保険に加入する資格がで
きる４０歳の誕生日の月（誕生
日が１日の人はその前月）から
介護分を納めます。資格取得後、
月割りで計算した介護分と医療
分を合わせた新しい保険料額
を、改めてお知らせします。

介護保険の第２号被保険者

４０歳未満の方

国民健康保険料＝
　　　　 　医療分+支援金分

保険料を納めるのは
世帯主

※介護分の負担はありません。

　世帯内に国保の加入者がいれ
ば、世帯主が国保の加入者であ
るなしにかかわらず、保険料を
納めるのは世帯主です。（保険
料が賦課されるのは加入者分の
みです。）
　ただし、届出により条件を満
たせば、国保制度上の世帯主を
変更できます。

皆さんの国保料は、次の計算式をもとに決まります。

　所得割額　加入者の所得に応じて計算されます。

　均等割額　加入者 1人につき医療分２４,５００円、支援金分８,９００円（介護分は１０,０0０円）

　平等割額　1 世帯当たり医療分１９,６００円、支援金分７,１００円（介護分は５,９００円）

国民健康保険料の決まり方国民健康保険料の決まり方国民健康保険料の決まり方
知っておこう！知っておこう！
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医
療
分

所得割　（総所得金額－３３万円）円×料率（６.６）％＝　①　円

均等割　一人当たり（２４,５００）円×世帯の加入数（　）人＝　②　円

平等割　一世帯当たり　③１９,６００円　　　　　　　　　　①＋②＋③＝医療分

後
期
高
齢
者

支
援
金
分

所得割　（総所得金額－３３万円）円×料率（２.４）％＝　①　円

均等割　一人当たり（８,９００）円×世帯の加入数（　）人＝　②　円

平等割　一世帯当たり　③７,１００円　　　　　　　　　　①＋②＋③＝支援金分

介
護
分

所得割　（総所得金額－３３万円）円×料率（２.４）％＝　①　円

均等割　一人当たり（１０,０００）円×世帯の加入数（　）人＝　②　円

平等割　一世帯当たり　③５,９００円　　　　　　　　　　①＋②＋③＝介護分

○保険料軽減判定時に、異動前と同様の軽減措置を受けられるように、５年間、後期高齢者医療制度に移った方の
所得と人数も含めて軽減判定を行います。

　（注）ただし、世帯主が変わったり、国民健康保険加入者だった人が世帯から出た場合は対象外になります。

○同じ世帯の人が後期高齢者医療制度に移ったために、国民健康保険加入者が１人になった場合、平等割額（介護
分は除く）を５年間２分の１にします。

世帯の前年中の合計所得金額が下記の基準額を超えない場合、均等割、平等割の金額が軽減されます。

※国保加入の届出が遅れた場合、資格を得た月までさかのぼって納めることになりますので､ご注意ください。

後期高齢者医療制度への異動により国民健康保険加入者が減った世帯には、次のような措置がとられます。

軽減割合

７割

５割

２割

軽 　 減 　 対 　 象 　 世 　 帯

３３万円以下の世帯

３３万円＋（２４万５千円×世帯主以外の被保険者数）以下の世帯

３３万円＋（３５万円×世帯に属する被保険者数）以下の世帯

※保険料の上限額（賦課限度額）は医療分５１万円、支援金分１４万円、介護分１２万円です。

医　療　分 支　援　金　分

年 間 保 険 料 額

介　護　分

+　　　　　　　　　　　　　　+

=

※軽減判定所得は、４月１日現在の国保加入者全員の総所得金額です。ただし、擬制世帯主（世帯主が他の
社会保険等）の所得を含めます。
（注）低所得者の世帯であっても、世帯全員の所得の申告がないと軽減措置はできませ

んのでご注意ください。

問合せ　税務課（☎５２－２１９３）

保険料の軽減



宮本アヤ子 さん

「鍬入れ」を行う古木町長

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
安
心
推
進
員
に
久
保
千
枝
子
さ
ん

　

５
月
26
日
、
久
保
千
枝
子
さ
ん
（
和
木
２

丁
目
）
が
、「
く
ら
し
の
安
心
推
進
員
」
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

く
ら
し
の
安
心
推
進
員
は
、
悪
徳
商
法
等

に
よ
る
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
や
拡
大
防

止
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
関
し
て
お
困
り
の
と
き
は
、

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

久
保
千
枝
子
（
☎
53
ー
２
７
３
８
）

ま
ち
の
話
題

広
が
れ
福
祉
の
輪

　

６
月
11
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
、
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
上
岡
宗

三
会
長
）
主
催
の
「
平
成
23
年
和
木
町
福
祉

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
関
係
者
、
社
会
福
祉
関
係
者
、
一
般
町
民

の
方
々
な
ど
約
２
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
社
会
福
祉
等
に
功
労
の
あ
っ

た
方
々
に
表
彰
状
と
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
和
木
町
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
に
よ
る
認
知
症
啓
発
の
創
作
劇
で
は
、

認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
大
好
き
な
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
そ
の
病
気
に
つ
い
て
、
家
族
が

次
第
に
理
解
し
て
い
く
様
子
が
演
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
会

員
に
よ
る
活
動
発
表
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
午

後
は
、
総
合
福
祉
会
館
で
、
つ
く
し
会
に
よ

る
カ
レ
ー
の
配
食
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
を

紹
介
す
る
写
真
や
生
け
花
、
そ
し
て
、
幼
稚

園
児
・
小
学
生
の
絵
画
の
展
示
が
あ
り
、
多

く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

第
13
回
民
踊
お
さ
ら
い
会

　

５
月
30
日
、
文
化
会
館
で
文
化
協
会
に
所

属
す
る「
公
民
館
民
踊
部
」「
す
み
れ
会
」「
ひ

ま
わ
り
」
の
民
踊
部
三
団
体
に
よ
る
お
さ
ら

い
会
が
あ
り
ま
し
た
。
各
団
体
と
も
日
頃
の

稽
古
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
30
演
目
以

上
を
汗
に
ま
み
れ
な
が
ら
熱
演
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
全
員
で
の
総
踊
り
で
は
、

30
名
以
上
の
部
員
が
息
を
合
わ
せ
広
い
ス
テ

ー
ジ
い
っ
ぱ
い
を
埋
め
尽
く
し
、
わ
き
あ
い

あ
い
と
楽
し
く
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

子
育
て
の
輪
づ
く
り
運
動
　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー

　

６
月
６
日
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、
子

ど
も
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
吉
本
先
生
、
入
江
先

生
の
指
導
の
も
と
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ

ピ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
、
音
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
し
た
り
、
手
作
り
の
楽
器
を
鳴
ら
し
た

り
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。
シ
ャ
ボ
ン
玉
や
紙
芝
居
で
は
、
音
を
使

っ
た
演
出
で
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
惹
い
て

い
て
、
子
ど
も
が
見
せ
る
反
応
を
お
母
さ

ん
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
し

た
。

　

参
加
後
の
感
想
と
し
て
、「
親
が
思
っ
た

以
上
に
子
ど
も
の
反
応
が
よ
く
面
白
か
っ

た
。」、「
シ
ャ
ボ
ン
玉
に
と
て
も
興
味
を
示

し
て
い
た
の
で
今
後
自
宅
で
の
遊
び
に
作
っ

て
み
よ
う
と
思
う
。」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

親
子
と
も
に
良
い
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。

久保千枝子 さん
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ま
ち
の
話
題

カ
サ
ゴ
２
千
匹
を
放
流

　

６
月
８
日
、
小
瀬
川
河
口
沖
で
和
木
漁
業

組
合
（
宮
本
雅
生
組
合
長
）
と
和
木
町
が
共

同
で
カ
サ
ゴ
の
稚
魚
２
千
匹
を
放
流
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
水
産
資
源
の
維
持
増
大
の
た

め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
栽
培
漁

業
協
会
で
６
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
中
間
育

成
さ
れ
た
カ
サ
ゴ
を
用
意
し
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
が
成
長
を
願
い
な
が
ら
優
し
く
海
に
放

流
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

町
内
一
斉
清
掃
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

　

６
月
５
日
、
町
内
全
域
で
「
町
内
一
斉
清

掃
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
清
掃
に
は
多
く
の
住
民
の
方
が
参
加

し
、
地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
公
園
や
広
場
、
集
会
所
、
街
路
、

水
路
な
ど
の
雑
草
や
ご
み
、
泥
な
ど
２
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
30
台
分
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
山
口
国
体
に
向
け
て
、
和
木
町
の
環
境
美

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 幼稚園入園式（4月12日）

　

６
月
２
日
か
ら
５
日
間
、
第
８
回
あ
ざ
み

の
会
の
ち
ぎ
り
絵
・
く
る
み
絵
の
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
々
、
進
化
す
る
作
品

は
目
近
で
見
な
い
と
水
彩
画
と
見
間
違
え
る

ほ
ど
の
緻
密
さ
で
す
。
繊
細
で
根
気
の
い
る

作
業
を
何
日
も
繰
り
返
し
て
で
き
上
が
っ
た

も
の
だ
と
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

第
13
回
美
術
教
室
作
品
展

ま
ち
の
話
題

あ
ざ
み
の
会
展
示
会

　

６
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
、
和
木
美
術
館

で
「
第
13
回
美
術
教
室
作
品
展
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
も
、
油
彩
を
中
心
に
11
名

32
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
梅
雨
時
に
も
か

ま
ち
の
話
題

小
学
校
に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
寄
贈

　

６
月
14
日
、
和
木
小
学
校
で
、
人
権
の
花

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
の
沖

永
保
之
さ
ん
か
ら
、
重
岡
良
典
校
長
に
ひ
ま

わ
り
の
種
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
児
童
が
相
互
に
協
力
し
な
が
ら

花
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
命
の
大
切
さ
や

優
し
さ
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
を
体
得
さ
せ

人
権
思
想
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

森 脇 英 治 さん

 重岡校長に種などを寄贈する沖永さん（左）

　

そ
の
中
で
も
、
特
に
素
晴
ら
し
い
と
町

長
と
文
化
協
会
会
長
が
感
じ
た
２
作
品
、

片
山
ア
ツ
ヨ
さ
ん
の
「
富
士
」
（
ち
ぎ
り

絵
）
と
石
本
輝
代
さ
ん
の
「
百
花
繚
乱
」

（
く
る
み
絵
）
を
、
役
場
２
階
に
飾
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
来
庁
者
の
心
を
和
ま
せ
て

い
ま
す
。

か
わ
ら
ず
、
７
日
間
で
３
２
１
名
の
入
館
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
主
催
団
体
で
あ
る
美
術
教
室
は
、

毎
週
金
曜
日
の
10
時
か
ら
16
時
ま
で
コ
ミ
セ

ン
３
階
で
、
島
崎
陽
子
先
生
の
指
導
の
も
と

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

日
々
上
達
し
て
お
り
、
今
年
度
も
そ
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
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宮本アヤ子 さん

「鍬入れ」を行う古木町長

ま
ち
の
話
題

山
口
県
体
育
指
導
委
員
功
労
賞

　

６
月
末
で
、
任
期
を
終
え
ら
れ
た
佐
藤
昌

弘
さ
ん
（
瀬
田
３
丁
目
）
が
、
６
月
４
日
、

萩
市
で
開
催
さ
れ
た
「
山
口
県
体
育
指
導
委

員
研
修
会
」
で
、
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
賞
は
、
10
年
間
と
い
う
長
期
に
わ
た

り
、
和
木
町
体
育
指
導
委
員
を
勤
め
ら
れ
た

功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

ま
ち
の
話
題

和
木
町
体
育
指
導
委
員
を
委
嘱

　

和
木
町
体
育
指
導
委
員
は
、
町
で
行
う
体

育
事
業
、
社
会
体
育
団
体
に
協
力
し
、
そ
の

運
営
の
指
導
を
行
う
な
ど
、
社
会
体
育
を
振

興
す
る
中
で
は
、
欠
か
せ
な
い
役
目
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
た
な
任
期
と
な
る
７
月
１
日

よ
り
２
年
間
、
社
会
体
育
の
振
興
に
ご
尽
力

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

三
分
一
重
厚
（
和
木
３
丁
目
）
　

　

大
谷
　

浩
子
（
和
木
４
丁
目
）
　

　

吉
賀
八
重
子
（
瀬
田
３
丁
目
）
　

　

竹
本
　

秀
喜
（
和
木
３
丁
目
）
　

　

増
井
　

幸
伸
（
和
木
４
丁
目
）
　

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

６
月
18
日
に
三
上
八
重
子
さ
ん
、
６
月
21

日
に
岡
﨑
成
美
さ
ん
が
、
満
90
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し

て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
上
さ
ん
、
岡
﨑
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
、
い
つ
ま
で
も

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
、
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
厚
生
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、
今
回
を
含
め
て
６
名
と
な
り
ま

し
た
。

ま
ち
の
話
題

第
３
回
和
木
町
議
会
定
例
会

　

６
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
の
８
日
間
の
会

期
で
、「
平
成
23
年
第
３
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」が
開
催
さ
れ
、報
告
１
件
、同
意
１
件
、

議
案
１
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
６
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

同
意
第
２
号
【
同
意
】

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

※

西
村
榮
弘
さ
ん
を
選
任

議
案
第
21
号
【
可
決
】

和
木
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

ま
ち
の
話
題

和
木
町
赤
十
字
奉
仕
団
が
銀
色
有
功
章
を
受
章

　

多
年
に
わ
た
り
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て
活

動
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
和
木
町
赤
十
字
奉

仕
団
（
西
田
敏
子
奉
仕
団
委
員
長
）
が
、
日

本
赤
十
字
社
か
ら
銀
色
有
功
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

和
木
町
赤
十
字
奉
仕
団
は
平
成
７
年
９
月

に
結
成
さ
れ
、
赤
十
字
の
活
動
を
支
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
を
さ
れ
て
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
受
章
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

佐藤昌弘 さん

岡 﨑 成 美 さん 三上八重子 さん
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参
加
資
格
▼
岩
国
市
・
和
木
町
の
小
学
生

内　

容
▼
夏
休
み
中
に
海
に
関
す
る
絵
を
描

い
て
学
校
へ
提
出

規　

格
▼
四
つ
切
画
用
紙
。
画
材
は
絵
の
具
、

ク
レ
ヨ
ン
、
色
鉛
筆
な
ど
。

締　

切
▼
９
月
７
日
㈬

　

岩
国
港
築
港
２
０
０
年
を
記
念
し
て
行
わ

れ
る
、
７
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
の
イ
ベ
ン

ト
期
間
中
の
、
岩
国
港
の
風
景
を
題
材
に
し

た
写
真
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

撮
影
期
間
▼
７
月
22
日
㈮
〜
26
日
㈫

作
品
規
格
等
▼

・
作
品
は
Ａ
４
版
で
、
一
人
一
点
の
み
受
付
。

・
作
品
は
、
主
催
者
に
帰
属
し
、
返
却
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

・
応
募
作
品
は
市
役
所
等
で
巡
回
展
示
い
た

し
ま
す
。

応
募
期
間
▼
８
月
１
日
㈪
〜
19
日
㈮

（
土
日
祝
日
を
除
く
９
時
〜
16
時
）

受
付
場
所
▼

・
岩
国
港
湾
事
務
所

・
岩
国
港
湾
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
岩
国
市
水
産
振
興
課

・
和
木
町
企
画
総
務
課

問
合
せ
▼
岩
国
港
築
港
２
０
０
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局
（
岩
国
市
水

産
振
興
課
内
）（

☎
29
ー
５
１
１
８
）

・
帆
船『
日
本
丸
』
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

　

11
時　

〜

・
護
衛
艦『
１
０
９
あ
り
あ
け
』
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー　

16
時
30
分
〜

・
海
の
日
記
念
式
典　

９
時
30
分
〜

・
練
習
船『
大
島
丸
』
体
験
航
海
（
定
員
80

名
）

■
１
回
目　

10
時
〜
11
時
30
分

■
２
回
目　

13
時
〜
14
時
30
分

・
護
衛
艦『
１
０
９
あ
り
あ
け
』
船
内
一
般

開
放
（
夕
刻
出
港
）

■
午
前
の
部　

10
時
30
分
〜
12
時

■
午
後
の
部　

13
時
〜
15
時
30
分

・
帆
船『
日
本
丸
』
セ
イ
ル
ド
リ
ル　

13
時

〜
16
時

・
客
船『
に
っ
ぽ
ん
丸
』
入
港　

11
時

市
民
ク
ル
ー
ズ
出
港
（
沖
合
い
で
花
火
見

学
後
）

※
同
日
開
催
！
岩
国
港
み
な
と
祭
り
〜
花
火

大
会
〜　

20
時
〜

・
帆
船『
日
本
丸
』
船
内
一
般
公
開

■
午
前
の
部　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
午
後
の
部　

13
時
〜
16
時

・
帆
船『
日
本
丸
』
登
し
ょ
う
礼　

出
港
14
時

　
会
場
周
辺
は
駐
車
ス
ペ
�
ス
に
限
り
が
あ

り
�
渋
滞
も
予
想
さ
れ
ま
す
�
で
き
る
だ

け
�
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
�

　
な
お
�
期
間
中
は
臨
時
駐
車
場
を
設
置

し
�
シ
�
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
が
�
臨

時
駐
車
場
が
利
用
で
き
る
時
間
と
日
に
ち
が

異
な
�
て
い
ま
す
�
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
�

※
22
日
・
26
日
臨
時
駐
車
場
　
装
港
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
�
ポ
�
ト
ビ
ル
前
駐
車
場

※
23
日
臨
時
駐
車
場
　
装
港
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
�
一
文
字
処
理
場
前
敷
地

シ
�
ト
ル
バ
ス
運
行
時
間
　
９
時
�
17
時

※
24
日
臨
時
駐
車
場
　
装
港
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
�
ポ
�
ト
ビ
ル
前
駐
車
場
�
新
港
運

動
公
園
�
一
文
字
処
理
場
前
敷
地

シ
�
ト
ル
バ
ス
運
行
時
間
　
８
時
30
分
�

17
時

帆船『日本丸』

護衛艦『109ありあけ』

練習船『大島丸』

７
月
22
日
㈮

７
月
24
日
㈰

７
月
26
日
㈫

７
月
23
日
㈯

７月２２日（金）〜２６日（火）
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①平成18年５月31日以前に本町に建築された「持ち家」に住まわれている方
　（ただし、借家及びアパート等の共同住宅に居住する方は対象外となります。
　大家さんから申請をしていただくようになります。）

②平成18年５月31日以前に本町に建築された「貸し家」を所有している方
　＝和木町内に貸家を所有していれば、町外在住の方でも対象となります。

住宅用火災警報器の貸与を受けるためには、申請が必要です。
対象となる方は、印かんをお持ちのうえ、企画総務課（役場2階）で申請をし
てください。

詳細については、企画総務課消防係までお問合せください。
（☎ 52-2136　内線307）

事業の対象となる方

申請が必要です

住宅用火災警報器はあなたと家族の命を
守るためのものです。

住宅用火災警報器はあなたと家族の命を
守るためのものです。

住宅用火災警報器はあなたと家族の命を
守るためのものです。

　住宅用火災警報器の無償貸与事業（岩国飛行場〔米軍基地〕関連再編関連特別事業

〔国からの交付金事業〕）を延長し、９月末まで申請受付します。設置がお済みでな

い方は、申請をお急ぎください。

※無償貸与事業による警報器の設置をされない場合は、各個人で設置していただくこ

ととなります！

無償貸与事業延長のお知らせ

ぜひこの機会を利用して設置しましょう。

9



7月1日以降 7月24日正午以降 停波後

通常番組の画面上に終了日までの
カウントダウン等を表示します。
定期的に、全画面スーパーや

ブルーバック等の「お知らせ画面」が
短時間挿入されます。

7月24日正午から
ブルーバックの

お知らせ画面を表示します。
24時までに停波します。

7月24日24時までに
停波し、

この後は、映りません。

☎083-963-4400

地上デジタル放送の「デジアナ変換」サービスのお知らせ
　デジアナ変換とは、地上デジタル放送をケーブルテレビ事業者がアナログ方式に変換して各ご家庭に届け
るものです。アナログテレビ等の継続利用をサポートします。
放送期間　地上アナログ放送終了までに開始～２０１５年３月３１日に終了
利用可能な方　ケーブルテレビ接続世帯
提供料金　上記世帯であれば、現行の利用料からの追加料金はかかりません。
【注意事項】デジタル放送と比較して、次のとおり、一部サービス内容が異なります。
●番組により、画面上下または左右に黒い帯が出ます。●データ放送がご利用いただけません。●ＥＰＧ（電子番組表）がご利用いただけませ
ん。●5.1chサラウンドがご利用いただけません。●字幕放送がご利用いただけません。●マルチチャンネル放送がご利用いただけません。
●現時点では放送チャンネルは未定です。

問合せ　アイ・キャン（☎２２－５６７８）

※以降、デジタル
テレビに買い替
えるか、外付け
デジタルチュー
ナーの購入が必
要となります。

■アナログテレビ視聴可能期間
アンテナ
の場合

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

2011年
7月24日まで

アイ・キャン
の場合 2015年3月末まで、デジアナ変換により、地上波放送が引き続き視聴可能！

　地デジを見るためには、デジタルテレビに買い替える、チュー
ナーを買い足すなどの準備が必要です。また、アンテナ工事が必要
な場合や、共同受信施設の改修が必要な場合もあります。
　地上デジタル放送の受信に関する質問に対しては、総務省テレ
ビ受信者支援センター（愛称：デジサポ）が丁寧にお答えします。

経済的な理由等で地上デジタル放送に移行する
ことができない世帯に対する簡易チューナーの
無償給付などの支援を行っています

　対象世帯、支援内容等、詳細については下記まで
お問合せください。
問合せ
　総務省地デジチューナー支援実施センター
　　　　　　　　　　　（☎０５７０－０２３７２４）
　　　　　　　　　　　（☎０５７０－０３３８４０）

2011年7月24日に地上テレビ放送は
完全にデジタル放送に移行し、
アナログ放送は終了します

2011年7月24日に地上テレビ放送は
完全にデジタル放送に移行し、
アナログ放送は終了します

2011年7月24日に地上テレビ放送は
完全にデジタル放送に移行し、
アナログ放送は終了します

地デジの準備はおすみですか地デジの準備はおすみですか地デジの準備はおすみですか

総務省テレビ受信者支援センター
デジサポ山口
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署名年月日：

〔特機欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

１． 私は、脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも、
　移植の為に臓器を提供します。

２． 私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器を
　提供します。

※　以下の欄に記入することにより、臓器提供に関する
　意思を表示することができます。記入する場合は、１
　から３までのいずれかの番号を○で囲んでください。

保険医療機関等において診療を受けようとするときは、必ず
この証をその窓口で渡してください。

３． 私は、臓器を提供しません。

《１又は２を選んだ方で、提供したくない臓器があれば、×
　をつけてください。》

【心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球】

年　　　月　　　日

本人署名（自筆）：

家族署名（自筆）：

じん すい

注意事項

備　　考

▲

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

後期高齢者医療の
　　保険証を更新します
後期高齢者医療の
　　保険証を更新します
後期高齢者医療の
　　保険証を更新します

　現在発行している「後期高齢者医療被保険者証」は有効期
限が７月３１日までとなっています。
　新しい保険証（うすいむらさき色）は、７月下旬に郵送
（簡易書留）されます。保険証は、８月１日からご使用にな
れます。現在お持ちの保険証（オレンジ色）は、８月１日以
降使えませんので各自で処分してください。（返却は不要で
す。）
　なお、新しい保険証には、うら面に、臓器提供意思表示欄
が設けられていますので、ご確認ください。

申請について申請について

24,600円
210円

100円

100円

160円

0円

210円

100円

130円

210円

15,000円
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現在、減額認定証をお持ちの方で…
①平成２３年８月以降の認定区分が「区分Ⅰ」の該当となる方
→８月上旬に新しい減額認定証を直接送付します。（自動更新のため申請書提出の必要はありません。）
　減額認定証受領後は、医療機関の方へご提示ください。
②平成２３年８月以降の認定区分が「区分Ⅱ」の該当となる方
→７月下旬に山口県後期高齢者医療広域連合から「申請のお知らせ」と「申請書」を送付しますので、必ず
８月31日までに更新の手続きをしてください。（減額認定証は申請を行った月の初日から有効となりますの
で、９月１日以降に申請をされますと、減額認定されない空白の月が生じることになります。）

　なお、現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方で、その減額認定証の有効期間内の入院日数の合計が91日以
上の場合は、申請することで食事代が更に減額されます。申請の際は病院の領収書など、入院日数の分かる書類
をご持参ください。
※「区分Ⅱ」に該当になる方については、直近の入院状況について正確な確認を期すために、申請書を

提出していただき更新することにしております。

区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が0円（年金収入は控除額を80万円として計算し
　　　　ます。）または老齢福祉年金受給者

区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税（区分Ⅰ以外の方）

※同一世帯内に住民税の申告等がまだお済みでない方がいらっしゃる場合（未申告の状態）、本来の負担区分判定がで

きないことがあります。その際は、各市町の窓口にて、まず申告をしていただくようお願いします。

申請・更新場所　保健福祉課
必要なもの　①後期高齢者医療制度の保険証

②現在交付されている平成２２年度の減額認定証
③現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方で、２２年度の認定期間内の入院日数の合計が９１
日以上の場合、入院日数が確認できる書類（病院の領収書など）

問合せ　保健福祉課　福祉・医療係（☎５２－２１９５）
　　　　山口県後期高齢者医療広域連合（☎０８３－９２１－７１１１）

現在お持ちの方へ（更新のお知らせ）

現在交付されている減額認定証の有効期限は、平成２３年７月３１日までとなっています。

●後期高齢者医療制度の被保険者で、住民税非課税世帯の方は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」
（減額認定証）の交付を受けることができます。
●入院時にこの減額認定証を医療機関に提示することで、食事代や居住費が減額され、医療機関での窓口負
担も一定額までとなります。
●減額認定証の交付を受けるには申請が必要です。申請は随時受け付けておりますので、後期高齢者医療制
度の保険証をご持参のうえ、保健福祉課にて手続きを行ってください。
●なお、減額認定証は、申請を行った月の初日から有効となります。
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６
月
15
日
、
県
庁
に
て
、
今
年
度
の
社

会
教
育
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
町
か

ら
は
、
吉
田
浅
美
さ
ん
（
和
木
町
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長
）、
中
礒
利
博

さ
ん
（
前
和
木
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
） 

が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
浅
美
さ
ん
は
平
成
14
年
度
の
１
年

間
と
平
成
17
年
度
〜
平
成
22
年
度
の
６
年

間
の
通
算
７
年
間
、
中
礒
利
博
さ
ん
は
平

成
13
年
度
〜
平
成
15
年
度
の
３
年
間
と
平

成
19
年
度
〜
平
成
22
年
度
の
４
年
間
の
通

算
７
年
間
、和
木
町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、

本
町
の
社
会
教
育
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

５
月
28
日
、
和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
吉
田
浅
美
会
長
）
で
は
、

小
学
校
６
年
生
の
児
童
を
対
象
に
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
次
の
内
容
で
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
を
学
校
や
地

域
で
発
揮
し
て
いって
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
も
「
わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ
」
で
は
、「
野
球
」
や
「
外
・
昔
あ
そ
び
」
を
実

施
し
ま
し
た
。「
外
・
昔
あ
そ
び
」
の
参
加
者
追
加
募
集
を
し
ま
す
の
で
、
ご
希

望
が
あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
３
１
２
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

６
月
５
日
、
総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
岩
国
地
域
子
ど
も
会
の
集
団
指
導

者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
約
１
１
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
に
先
立
ち
、
平
成
23
年
度
岩
国
地

域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰
と

し
て
、
和
木
町
か
ら
は
次
の
と
お
り
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

【
指
導
者
及
び
育
成
者
表
彰
の
部
】

◎
阿
部　

征
二
さ
ん

【
団
体
表
彰
の
部
】

◎
瀬
田
子
ど
も
会　

◎
上
組
子
ど
も
会

　

研
修
内
容
は
写
真
の
と
お
り
で
す
。

　

楽
し
く
学
ん
だ
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
子

ど
も
会
活
動
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

平
成
23
年
度
山
口
県
社
会
教
育
功
労
者
表
彰

平
成
23
年
度
山
口
県
社
会
教
育
功
労
者
表
彰

中礒利博さん
（前和木小 PTA 会長）

吉田浅美さん
（和木町子ども会育成連絡協議会会長）

講義「食べることについて考えよう」
講師：管理栄養士　岡田久美子先生

実技「みんなで作っておいしい食事」
講師：和木町食生活改善推進協議会の皆さん

実技「不思議な科学実験」
講師：吉村武文先生

講義「これからの子ども会のあり方」
講師：山口県子ども会連合会
　　　専門委員　信田百合夫先生

事例発表
「ジュニアリーダーの活動を通して」
　和木町子ども会育成連絡協議会
　ジュニアリーダー　吉本屋智弘さん

ワークショップ「遊び名人になる」
講師：山口県子ども会連合会
　　　専門委員　住田旭昭先生

外・昔あそび

木登りをしてお兄ちゃんを待つ女の子
（「わきあいキッズ」が求める姿です）

野　球
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五木寛之著
真保裕一著
堂場瞬一著
群ようこ著
奥田英朗著
石田衣良著
内田康夫著
藤田宜永著

澤田ふじ子著
荻原浩著

かんのゆうこ文　北見葉胡絵
最上一平作　よこやまようへい絵

きむらゆういち文　あべ弘士絵

斉藤洋文　たかいよしかず絵

ケビン・ヘンクス作・絵　石井睦美訳
あきやまただし作・絵

岡島秀治監修　安田守写真　高岡昌江文　柏原晃夫絵

グループ・コロンブス編　福岡伸一総監修

加藤由子監修　馬場悠男ほか監修
神本武征監修　青山邦彦絵

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜CD＞
☆ここにいたこと/AKB48
☆ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＳＩＮＧＥＲ/平井堅
☆ＭｉｎｄＴｒａｖｅｌ/superfly
☆ADVENTURE/ナオト・インティライミ
☆ＧＩＲＬ’ｓ ＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ/少女時代
☆Ｚ/ユニコーン
☆Single Ｂｅｓｔ/湘南乃風
☆演歌名曲コレクション14/氷川きよし
☆ｓｏｉｒｅｅ/高橋真梨子
☆ボーン ディス ウェイ/レディー・ガガ

＜一般書＞
『死は親しき友のように』
『アンダルシア』
『八月からの手紙』
『母のはなし』
『我が家の問題』
『明日のマーチ』
『黄泉から来た女』
『愛ある追跡』

『公事宿事件書留帳　血は欲の色』
『誰にも書ける一冊の本』

＜児童書・絵本＞
『なつねこ』
『夏のサイン』
『あらしのよるに・スペシャル　ひとりぼっちのガブ』

『もぐらの　たくはいびん』

『わたしの　にわ』

『はなかっぱとももかっぱ』
『びっくり！ジャンボ昆虫園』

『ねえ知ってる？大図鑑』

『もっとくらべる図鑑』

『できるまで大図鑑』

7月の休館日

6
13

1
8
15

20

2
9
16

3
10

4
11
18

12
19
26 27 28 29 30

7
14

22 23
24
31 25

2117

5

日　時　７月16日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館絵本のコーナー
問合せ　図書館
　　　　　（☎５４－０２２２）

絵本の読み聞かせ

※課題図書の貸出は１週間です。

〜貸出期限を守りましょう〜

貸出・予約受付中！

三井化学からの寄贈図書

〜特別展示しています〜

　三井化学株式会社岩国大竹工場様

より、今年も青少年の育成及び科学

（化学）への興味・関心を持っても

らいたいという目的で資料を寄贈し

ていただきました。

　この機会に科学

の世界をちょっと

のぞいてみません

か？
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　６月号でお知らせしましたが、日本脳炎予防接種の対象が拡大されました。接種勧奨を控
えた期間があるため、現在、個人によって接種回数が多様な状況になっています。接種の際
は以下の接種方法を参考にしてください。

※２期分の接種は、１期分の接種が完了した後、６日以上の間隔で接種できますが、おおむね５年の間隔をお
いて行うものであり、この間隔をおいて接種することが望ましいとされています。
※過去に、任意接種として接種した回数を考慮して、残りの接種回数を決めて差し支えありません。

栄
養
士

栄
養
士

日本脳炎予防接種の接種パターン

１期

２期

初回

接種年齢と接種回数

１回目

２回目

追加

９歳中に１回

３歳中に６～２８日の間隔で２回

４歳中に１回
（初回接種終了後おおむね１年後）

生後６ヵ月～９０ヵ月未満

定期予防接種の年齢

９歳～１３歳未満

※平成７年５月３１日以前に生まれた方は、上の表による接種を受けることはできません。

これまでの
接種回数 接種方法と回数 定期予防接種

の年齢 接種方法等

予診票を使用し、山口県
内または大竹市の一部医
療機関で接種

予診票：過去に交付済み
のものを使用可能。紛失
等で手元にない場合は保
健相談センターにて交付。
持参物：母子健康手帳

１～３回

0回

１期分

2期分

１期分

2期分

残りの回数（１回または２回）
を６日以上の間隔で接種

１回接種

１回目
（１期初回１回目
相当）

－

１回目の
接 種 後、
６～２ ８
日の間隔
をおく
２回目接
種終了後、
おおむね
１年後

２回目
（１期初回２回目
相当）

３回目
（１期追加相当）

１回接種

生後６ヵ月～
２０歳未満

９歳以上
２０歳未満

９歳以上
２０歳未満

生後６ヵ月～
２０歳未満

平成７年６月１日から平成１９年４月１日までに生まれた方の接種方法

＜参考＞標準的な接種パターン

15

元気アップ教室
　献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。現
在、全国的に血液が不足しています。多くの皆さまの
ご協力をお待ちしています。

日　時　７月２０日㈬
　　　　１０時～１２時
　　　　１３時～１５時３０分
会場・問合せ　保健相談センター

（☎５２－７２９０）

200㎖・400㎖献血のお知らせ
●エアロビクス
日　時　８月５日㈮　１０時～１１時３０分
内　容　『筋力アップ』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・
　　　　バスタオル・お茶
申込み　８月３日㈬まで
会場・問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）



おすすめメニューはアイ・キャンでも放送しています。
ご覧ください。

ⓐ

●作り方
①下準備
じゃがいも…１cm角の角切りにする。
ハム…みじん切りにする。
青ネギ…小口切りにする。
②煮る
鍋に水、鶏ガラスープの素、じゃがいもを入れて火に
かける。じゃがいもに火が通ったら、クリームコーン
を入れてしょうゆ、塩、こしょうで味を調える。
水溶き片栗粉でとろみをつけ、器に注ぎ、ハムと青ネ
ギを散らす。

（１人分エネルギー７７キロカロリー）

簡単で、おいしいスープです。子どもも大喜びで
すよ！　　（和木町食生活改善推進協議会　１班）

クリームコーン缶…………130g
水………………………3カップ
鶏ガラスープの素……小さじ2
じゃがいも………………150g
ハム…………………………20g
しょうゆ………………小さじ1
塩……………………小さじ1/6
こしょう……………………少々
片栗粉…………………大さじ1
青ネギ…………………1～2本

コーンとじゃがいものスープ（材料４人分）

（7月16日～8月15日）
行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

献血

プレイルーム

育児相談

健診結果説明会

プレイルーム

元気アップ教室★

健康相談

プレイルーム

一般の方

乳幼児とその保護者の方

健診を受けた方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

10：00～12：00

13：00～15：30

10：00～15：00

13：30～14：30

8：30～12：00

13：00～16：30

10：00～15：00

10：00～11：30

9：30～10：30

10：00～15：00

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

7月20日㈬

21日㈭

25日㈪

～28日㈭

8月 4日㈭

5日㈮

10日㈬

11日㈭

6.5

　★は申込みが必要です。
　7月28日㈭は健診結果説明会のためプレイルームはお休みです。

　総合健診の全日程を終了しました。結果は、下記
の日程でお返しします。
●健診結果説明会
日　時　
　７月２５日㈪・２６日㈫・２７日㈬・２８日㈭
　８時３０分～１２時　１３時～１６時３０分
場　所　保健相談センター
　子宮がん検診・総合健診を合わせて、結果を説明
しながらお返しします。この機会に健康について、
保健師・栄養士に相談してください。健康手帳を持
参してください。健康手帳がない方には、当日お渡
しします。
　この期間に保健相談センターに取りにこられな
かった方には、８月上旬にご自宅にお届けしますが、
できるだけ直接受け取りにきてください｡
●乳がん検診は医療機関で
　総合健診といっしょに、乳がん検診の申し込みを
された方には、受診券をお届けしています。受診券
がなければ、和木町の検診として受診することがで
きません。受診券の有効期間は平成２４年３月３１
日までですが、お早めに受診券に記載している専門
医療機関で検査を受けてください。注意事項を読ん
で受診してください。

　赤ちゃんが最初に感じる色は赤色です。また、赤
色は母性を感じる色でもあります。子
どもさんのものを選ぶときの参考にし
てみてはいかがでしょうか。
　　　　（和木町母子保健推進協議会）

◆◇◆◇ 健診のお知らせ ◆◇◆◇

母推さんから一口メモ
～ 子育て中のパパ、ママへ ～
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期　

日
▼
６
月
４
日

場　

所
▼
町
民
庭
球
場

結　

果
▼

男
子

　

優　

勝　

杉
山
幸
久
・
吉
村
将
人

　

準
優
勝　

玉
井
祐
作
・
常
國
弘
樹

女
子

　

優　

勝　

川
島
こ
と
み
・
松
本
朋
子

　

準
優
勝　

吉
岡
清
子
・
阿
部
亜
由
美

　

こ
れ
か
ら
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
、
花
火
の
取
扱
い
不
注
意
に
よ
る
火
傷
事

故
や
火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
必
ず
守
り

ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す

い
も
の
が
あ
る
場
所
で
遊
ん
だ
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
風
の
強
い
時
は
、
花
火
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◆
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
必
ず
大

人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

◆
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を
付
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
な
い
の

で
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
絶
対
に
出
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
７
日
㈮
か
ら
９
日
㈰
ま
で
、
和
木
中

学
校
体
育
館
を
競
技
会
場
と
し
て
「
お
い
で

ま
せ
！
山
口
国
体
銃
剣
道
競
技
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

国
体
開
催
に
あ
た
っ
て
、
事
前
準
備
や
事

後
の
片
付
け
等
の
た
め
、
左
記
の
と
お
り
、

一
般
の
方
の
使
用
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
和
木
中
学
校
体
育
館

　

９
月
26
日
㈪
〜
10
月
13
日
㈭

◆
和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

10
月
３
日
㈪
〜
13
日
㈭

◆
和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー
・
庭
球
場

　

10
月
４
日
㈫
〜
10
日
㈪

◆
文
化
会
館

　

10
月
５
日
㈬
〜
10
日
㈪

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

国
体
関
連
施
設
の
使
用
制
限
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

開
放
日
▼
７
月
21
日
〜
８
月
27
日

　
　
　
　

（
８
月
13
日
〜
15
日
は
閉
鎖
）

開
放
時
間
▼
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

【
プ
ー
ル
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
】

《
各
プ
ー
ル
で
の
注
意
事
項
》

◆
町
民
プ
ー
ル

・
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
幼
児
等
の
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保

護
者
が
、
各
自
で
自
分
の
子
ど
も
を
管

理
、
監
督
し
て
く
だ
さ

い
。

・
幼
児
が
利
用
す
る
場

合
、
小
学
校
２
年
生
ま

で
子
ど
も
の
入
場
は
で

き
ま
す
。

・
幼
児
等
で
、
オ
ム
ツ
の

は
ず
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

・
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の

使
用
は
可
能
で
す
が
、

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー

ト
な
ど
他
の
人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
中
学
校
プ
ー
ル

・
プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
プ
ー
ル
は
、
小
学
校
３
年
生
〜
一
般

の
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
小

学
生
に
つ
い
て
は
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
護
者
が
一
緒

に
遊
泳
で
き
な
い
場
合
は
、
利
用
を
お
断

り
い
た
し
ま
す
。

・
小
学
生
が
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
保

護
者
が
自
分
の
子
ど
も
を
管
理
、
監
督
し

て
く
だ
さ
い
。

・
利
用
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
水
泳
用
の
帽
子

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
河
川
プ
ー
ル
（
瀬
田
・
関
ヶ
浜
）

・
悪
天
候
の
場
合
、
水
質
が
悪
化
し
た
場
合

等
、
遊
泳
に
適
さ
な
い
場
合
は
、
急
に
閉

鎖
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
共
通
注
意
事
項
》

・
す
べ
て
の
プ
ー
ル
で
の
飛
び
込
み
は
、
禁

止
し
ま
す
。

・
利
用
上
の
注
意
事
項
が
守
っ
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
に
は
、
利
用
を
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
利
用
者
に

迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
行
為
を
さ
れ
る
な

ど
、
社
会
一
般
通
念
上
い
け
な
い
と
思
わ

れ
る
行
為
を
さ
れ
た

場
合
は
、
今
後
の
利

用
を
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー（　

52
ー
２
８
１
１
）

　
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
被
災
地
域
へ

の
電
力
供
給
の
手
助
け
を
行
う
た
め
、

ア
リ
ー
ナ
の
照
明
を
使
用
さ
れ
る
場
所

の
み
、
点
灯
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
節
電
」
へ
の

　 

ご
協
力
の
お
願
い
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入場券好評発売中！！

日　時　７月３日（日）
開場：１３時
開演：１４時

内　容　「運命」や「Ｇ線上のアリア」など、誰もが一度
は聴いたことがある、おなじみの名曲です。

場　所　文化会館
入場料　全席自由
　　　　大人　２,０００円　小・中学生　１,０００円
販売箇所　文化会館
　　　　　総合コミュニティセンター
問合せ　教育委員会（☎５３－３１２３）

日　

時
▼
７
月
27
日
㈬

　
　
　　

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所
▼
文
化
会
館

入
場
料
▼
無
料

内　

容
▼
文
化
会
館
で
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と

マ
ジ
ッ
ク
教
室
を
行
う
よ
。お

な
じ
み
の
ス
プ
ー
ン
曲
げ
か
ら
、

人
体
浮
遊
体
験
、空
き
缶
や

ト
ラ
ン
プ
な
ど
の
身
近
な
も
の

を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
披

露
す
る
よ
。

ま
た
、会
場
全
体
で
マ
ジ
ッ
ク

体
験
も
行
う
の
で
、み
ん
な
来

て
ね
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（

☎
53
ー
3
1
2
3
）

日　

時
▼
７
月
23
日
㈯
〜
８
月
21
日
㈰

10
時
〜
18
時

場　

所
▼
和
木
美
術
館

入
場
料
▼
無
料

体
験
イ
ベ
ン
ト
は
１
人
あ
た

り
５
０
０
円

内　

容
▼
化
石
や
模
型
、
３
Ｄ
で
見
ら

れ
る
恐
竜
の
絵
や
画
像
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

化
石
発
掘
体
験
や
ダ
ン
ボ
ー

ル
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
体
験
イ

ベ
ン
ト
も
行
う
の
で
、
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

日　時　７月２３日（土）　１５時～１７時
場　所　総合コミュニティセンター３階
内　容　ゆかたの着付け、帯結び、子どものゆかたの

着せ方
講　師　相川秀子先生（着物着付け教室講座講師）
準備するもの　ゆかた、帯、伊達締め、ひも３本、
　　　　　　　タオル３枚、ぞうりまたは下駄
申込み　７月１５日㈮までに総合コミュニティセンタ
　　　　ーへお申込みください。（TEL・FAX可）
対　象　幼児から大人まで　先着２５名（無料）
問合せ　総合コミュニティセンター
　　　  （☎５２－２１９１）（　５２－５２００）

前売り券
好評発売中！！

日　時　８月６日（土）
　　　　開場：13時30分
　　　　開演：14時
場　所　文化会館
入場料　全席自由
　　　　一般  １，０００円
　　　　高校生以下  ５００円
●販売箇所　文化会館
　　　　　　総合コミュニティセンター
※この公演の入場料は、宝くじ助成により特別料金に
なっています。
※３歳未満のお子さまの入場はご遠慮ください。
問合せ　教育委員会（☎53－3123）

浴衣を着て、花火見物に出かけませんか アンディ先生のアンディ先生の

お
も
し
ろ
恐
竜
展
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吉
元　

卓
さ
ん

岩
国
工
業
高
等
学
校

三
年

今
井
大
樹
さ
ん

野
田
学
園
高
等
学
校

三
年

宮
本
和
明
さ
ん

山
口
高
等
学
校

通
信
科
三
年

赤
間
亮
太
さ
ん

野
田
学
園
高
等
学
校

三
年

本大会　会期：平成23年10月7日（金）～9日（日）　会場：和木中学校体育館

山口国体和木町実行委員会事務局

銃 剣 道 競 技 会

銃剣道選手に応援メッセージを送ろう！
山口国体に向けて頑張る選手を応援しましょう。メッセージは、山口国体ホームページから。
http://www.choruru.pref.yamaguchi.lg.jp/kokutai/

銃剣道歴２年。知り合いの方に勧められ

たことが銃剣道を始めるきっかけでした。

中学生まで、ハンドボールなどの団体競

技をやっていましたが、一対一の真剣勝

負に魅力を感じています。

　大会への意気込み　
今年の国体はチームみんなが一生懸命

頑張って練習をしてきたので、地元で開

催される山口国体は優勝できるように頑

張っていきたいので応援よろしくお願い

します。

銃剣道歴９年。始めたきっかけは、小学

生の時に剣道を習っており、同じ体育館

で銃剣道も練習をしていました。私自身、

この競技に興味もあり、お誘いを受けた

ので始めました。

　大会への意気込み　

今年の山口国体で優勝する事を目標に、

様々な困難を乗り越えて９年間頑張って

きました。本番の舞台では、山口県代表

として、最後まで気を抜かず全力で試合

に臨みたいです。

　チームの紹介・大会への意気込み　

少年男子は、県内高校生４名（団体選手３名）で山口国体入賞を目指し

日々練習を積み重ねています。高校生４名は、銃剣道歴は今井君を除

き経験は浅いですが、このチームの強さはチームワークです。お互い強

い絆で大会に臨みたいと思います。

　町民の皆さんへメッセージ　

国内最大の祭典が、ここ和木町で行われることを最高の喜びと思いま

す。本大会では選手一同、山口県代表として全力を尽くしたいと思って

います。町民の皆さまの声援が選手への励みとなるので、応援のほど、

よろしくお願いします。

銃剣道歴２年。始めたきっかけは、以前か

らやっていた今井君の紹介でした。元々、

小学校の時に一緒に剣道をやっていた仲

間で、武道に関してもあまり抵抗がなかっ

たし、自分を鍛えたいと思い始めました。

　大会への意気込み　
前回、前々回と国体の銃剣道部門では、

どちらも開催県が優勝しています。「優

勝」というのはなかなか難しいかもしれ

ませんが、強い志をもって臨みたいと思い

ます。

銃剣道歴４年。始めたきっかけは中学

校二年生の時にキャプテンの今井君が

銃剣道の話を僕に持ち掛けてくれたか

らです。

　大会への意気込み　
正直キツイ練習も時々ありますが、今ま

で鍛えてくださった監督やコーチ、応援

してくれている人達の思いに少しでも応

えられるように、上位を目指して頑張り

たいと思います。

銃
剣
道
競
技
少
年
男
子
の
部

銃
剣
道
競
技
少
年
男
子
の
部

大
谷
勝
則
さ
ん

　
（
山
口
県
少
年
監
督
）

右
か
ら

白
神
宏
明
さ
ん

　
　
　
（
コ
ー
チ
）

阿
川
哲
司
さ
ん

　
　
　
（
コ
ー
チ
）
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③和木町の魅力

　学校内にコンピュータ教室が設置されています。イン
ターネットやホームページなどについて、パソコンを活
用した授業に取り組んでいます。

　国際交流を推進するため、毎年夏休み中に、中学校
３年生２０名が、オーストラリアを訪問し、約２週間の
ホームステイを経験しています。この際に必要な費用の
半額を和木町が負担します。

　本町の生徒、学生で、向学心に富み有能な素質を持
ちながら、経済的な理由で就学困難な方に奨学金を貸
し付けています。
貸付対象者：本町に２年以上住所を有する方の子女
で、高校、大学等の学費の支出が困難な方。
奨学金の償還：卒業の月の１年後から、貸付を受けた
期間の２倍の期間内。

　中学校３年生までのすべての子育て家庭を支援する
ため、乳幼児医療制度に加え、「こども安心医療費助成
制度」があります。病院や診療所、保険薬局などで児
童・生徒が保険診療で定められた自己負担額（３割ま
たは２割）を助成します。
助成対象者：次のすべての要件を満たす児童と同居し
ている保護者の方。
①町内に住所があること
②健康保険に加入していること
③中学校３年生（１５歳到達後最初の年度末）までで
あること
④児童の保護者の方は、申告していること

　和木町では、受験を控えた子どもたちに、安心して勉
学に励んでいただくため、町内に住民票がある中学校
３年生と高校３年生を対象に、インフルエンザ予防接
種の費用を助成します。

学校３年生までの医療費を助成ンピュータ教室の充実

【学校教育に関する施策（2）】

ーストラリア・ホームステイの実施

学金貸付事業

学校３年生と高校３年生の
インフルエンザ予防接種の費用を助成

７月　１日（金）
７月　４日（月）
７月　５日（火）
７月　６日（水）
７月１１日（月）
７月１３日（水）
７月１５日（金）
７月１９日（火）
７月２０日（水）
７月２２日（金）
７月２５日（月）
７月２６日（火）

関ケ浜分館
関ケ浜２丁目集会所
大谷集会所
瀬田分館
つつじヶ丘集会所
和木１丁目集会所
和木２丁目第１集会所
和木２丁目第２集会所
和木２丁目第３集会所
和木３丁目第１集会所
和木４丁目第２集会所
和木５丁目集会所

関ケ浜１・２
緑ヶ丘、緑ヶ丘２
大谷
瀬田１・２
つつじヶ丘、蜂ヶ峯
上組、前組
背戸場、下組
中組、中開
山の手、三井化学・寮
曙、加賀開、ＪＸ寮
上灰場、中灰場、新地（４丁目）
沖灰場、新地（５丁目）

期　　日 開　催　場　所 対　象　自　治　会

　開かれた町政を実現するとともに、多くの皆さまから、さまざまな意見をお聞きし、町政に反映させてい
ただくため、２年に１度、町長が町内各所におじゃまして開催する出前公聴会を、次の日程で開催します。
　普段思っておられることが気軽に話し合える、明るく楽しい会にしたいと考えています。町民の皆さまの
ご来場をお待ちしております。

※いずれの会場も、午後７時からの開会予定です。
※対象自治会の日時でご都合の悪い場合は、別の会への参加をお願いいたします。

平成23年度　出前公聴会日程

～町民の皆さまのご来場をお待ちしております～
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
　

時
▼
７
月
21
日
㈭
　

10
時
〜
12
時

場
　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

70
歳
〜
74
歳
の
方
へ
高
齢
受
給
者
証
を
お
送

り
し
ま
す
。

　

70
歳
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者
の
方
へ
は
、

高
齢
受
給
者
証
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
現

在
の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
今
月
31
日
で

す
。

　

８
月
以
降
に
ご
使
用
い
た
だ
く
受
給
者
証

を
、
今
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

月
末
ま
で
に
届
い
て
い
な
い
場
合
や
、
そ

の
他
ご
不
明
な
点
は
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

国
保
に
加
入
し
た
り
、
脱
退
す
る
と
き
は
、

14
日
以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生
し

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

※
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
の
な
い
期
間
の
医
療
費
が
、

全
額
自
己
負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
資
格
を
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険
者

証
で
受
診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、
お

返
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

届
け
出
の
際
は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の

う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

精
神
保
健
相
談

人
権
擁
護
委
員
制
度

心
配
ご
と
相
談

行

政

相

談

国
保
被
保
険
者
の
方
へ
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●
加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
離

職
票

・
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年
金
証

　

書
●
脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
の
被
保
険
者
証
（
対
象
者
全
員

分
）
ま
た
は
資
格
取
得
証
明
書

・
国
保
の
被
保
険
者
証
（
返
却
の
た
め
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

日
　

時
▼
７
月
13
日
㈬
　

９
時
〜

場
　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

前
広
場

内
　

容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

　

18
歳
未
満
の
人
を
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
雇
用

す
る
場
合
、
労
働
基
準
法
に
よ
り
、
次
の
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
労
働
条
件
通
知
書
の
交
付
義
務

②
１
時
間
６
８
１
円
以
上
の
賃
金
支
払
い
義

務
③
残
業
・
休
日
労
働
の
禁
止

④
深
夜
労
働
（
22
時
〜
５
時
）
の
禁
止

⑤
危
険
有
害
業
務
へ
の
就
業
禁
止

　

詳
細
は
、
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

フ
ァ
ッ
ク
ス

各
種
お
知
ら
せ

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

　

自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時
▼
７
月
25
日
㈪

①
受
　

付
：
10
時
〜

　

説
明
会
：
10
時
30
分
〜
12
時

②
受
　

付
：
13
時
〜

　

説
明
会
：
13
時
30
分
〜
15
時

場
　

所
▼

●
岩
国
市
役
所
５
階
会
議
室

●
玖
珂
公
民
館
２
階
会
議
室

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
　

岩

国
地
域
事
務
所
（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

求
人
は
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
申
込
み

を
！

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
来
春
の
新
規
学
校

卒
業
者
（
中
学
・
高
等
学
校
・
大
学
等
）
を

対
象
と
す
る
求
人
申
込
み
の
受
付
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

若
者
の
雇
用
の
安
定
は
、
地
域
の
活
性
化

に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

従
業
員
採
用
計
画
等
を
十
分
に
ご
検
討
い
た

だ
き
、
若
い
優
秀
な
人
材
確
保
に
向
け
、
積

極
的
な
求
人
申
込
み
か
つ
早
期
提
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国

（
☎
21
ー
３
２
８
１
）

線
4
本

波
線
3
本

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

生

改

連

朝

市

自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会

18
歳
未
満
の
雇
用
に
つ
い
て

来
春
の
新
規
学
校
卒
業
者
の

採
用
を
お
考
え
の
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け

出
は
お
す
み
で
す
か
？



１
　

等
　

２
億
円
×
26
本

前
後
賞
　

５
，
０
０
０
万
円
×
52
本

２
　

等
　

１
億
円
×
26
本

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
▼
７
月
11
日
㈪
〜
29
日
㈮

抽
選
日
▼
８
月
９
日
㈫

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
階
数
が
３

以
下
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数
　
　

３
戸

　

補
助
限
度
額
　

４
万
円

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数
　
　

２
戸

　

補
助
限
度
額
　

60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
▼
６
月
か
ら
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課
　

管
理
係

（
☎
52
ー
２
１
９
７
）

　

こ
の
制
度
は
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
の
医

療
費
の
個
人
負
担
分
を
公
費
で
負
担
す
る
制

度
で
、
申
請
に
よ
り
助
成
さ
れ
ま
す
。

●
乳
幼
児
（
県
制
度
）

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
児
童

【
要
　

件
】
父
母
の
市
町
村
民
税
所
得
割
の

課
税
額
が
合
算
額
で
１
３
６
，
７
０
０
円

以
下

●
ひ
と
り
親
家
庭
（
県
制
度
）

【
対
象
者
】
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
（
高
等
学
校
卒
業
の
年
次

ま
で
）
の
者
と
そ
の
父
ま
た
は
母

【
要
　

件
】
市
町
村
民
税
所
得
割
非
課
税
世

帯●
こ
ど
も
安
心
医
療
（
町
制
度
）

【
対
象
者
】
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

【
要
　

件
】
他
の
福
祉
医
療
制
度
（
重
度
心

身
障
害
者
・
乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
）
に

該
当
し
な
い
児
童
・
生
徒

　

申
請
の
受
付
は
、
７
月
４
日
㈪
か
ら
保
健

福
祉
課
窓
口
に
て
行
い
ま
す
。

　

申
請
書
、
印
か
ん
、
助
成
制
度
の
対
象
と

な
る
方
の
保
険
証
（
写
し
で
も
可
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
福

祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
９
月
以
降
の
申
請
の
場
合
は
、
有
効
期
間

が
申
請
月
の
初
日
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
遅
く
と
も
８
月
末

ま
で
に
は
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
・
こ
ど
も
安
心
医
療
費

助
成
制
度
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ
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サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度

　和木町では、町民の皆さまが、住みなれた地域でいつまでも安心して暮らしていけるよう、本町の地域福
祉のあり方を示すとともに、高齢者施策・介護保険事業及び障害福祉施策を一層推進するため、地域福祉計
画、高齢者福祉・介護保険事業計画、障害者・障害福祉計画を策定することとしました。
　計画策定にあたり、町民の皆さまのニーズをお聞きし地域の課題を把握するとともに、計画の基礎資料と
するため、アンケート調査を実施します。
　調査の目的をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

　●地域福祉計画
　　　町内在住の２０歳以上の方から１０００人の方を無作為でお選びします。
　●高齢者福祉・介護保険事業計画
　　　４月１日現在で、６５歳以上の方全員
　　　要介護３～５の認定を受けている方
　●障害者・障害福祉計画
　　　身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者福祉手帳をお持ちの方
　※複数のアンケートをお願いする場合があります。
　※ご家族等とご相談されて記入いただいても結構です。
　※７月４日に発送します。７月１５日までの返送をお願いします。

問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

アンケート調査ご協力のお願い

̶ 地域福祉計画、高齢者福祉・介護保険事業計画、障害者・障害福祉計画 ̶

アンケートの対象者

国
保
被
保
険
者
の
方
へ



和

木

短

歌

会

寄
付
・
寄
贈

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

松
本　

政
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

松
岡　

良
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

高
木　

信
明
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

和
田　

啓
二
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

佐
伯　

邦
章
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

嘉
屋　

達
也
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
見
舞
い
返
し

磯
部　

宮
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

●
一
般
寄
付

大
友　
　

勝
さ
ん
（
和
木
地
区
）

匿
名

和
木
俳
句
教
室
句
会

久
々
の
め
ぐ
み
の
雨
に
坪
庭
の

　

野
菜
の
青
菜
す
く
す
く
伸
び
る

さ
み
ど
り
の
さ
さ
葉
を
ゆ
ら
す
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ

　

春
告
げ
鳥
の
姿
も
見
ま
ほ
し

新
緑
も
そ
ぼ
降
る
雨
に
静
も
り
て

　

も
や
の
中
な
る
吉
香
公
園

誕
生
日
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
を
若
く
し
て

　

五
月
の
空
に
心
遊
ば
す

風
薫
る
若
葉
の
里
へ
そ
ば
打
ち
に

　

サ
ロ
ン
の
友
と
の
集
い
楽
し
き

夕
凪
の
波
止
に
糸
垂
る
父
子
か
な

夕
暮
や
ふ
く
ら
み
て
鳴
く
枝
蛙

夏
椿
雨
を
含
み
て
開
き
け
り

夜
明
前
鬼
女
と
化
し
た
る
大
百
足

父
の
日
や
ほ
っ
句
の
縁
は
亡
き
父
の

断
捨
離
で
日
差
し
広
が
る
夏
座
敷

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

■
そ
の
会
社
、
本
当
に
あ
る
の
？

・「
怪
し
い
社
債
」
の
発
行
会
社
は

海
外
事
業
が
多
く
、
事
業
者
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｈ
Ｐ
以
外
に
事
業

内
容
を
確
認
で
き
る
情
報
が
な

く
、
信
用
格
付
け
も
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

・
発
行
会
社
と
連
絡
が
と
れ
な
く

な
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

・
特
約
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
返
金
に

関
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
目
立
ち
ま

す
。

■
買
取
業
者
の
勧
誘
に
は
耳
を
貸
さ

な
い
！

・
社
債
に
限
ら
ず
、
未
公
開
株
や

様
々
な
有
価
証
券
を
対
象
と
し
た

買
取
業
者
に
よ
る
買
取
行
為
は
金

融
商
品
取
引
法
違
反
の
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
絶
対
に
信
用
し
な
い

こ
と
で
す
。

・
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
後
に

騙
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
て
も
、

す
で
に
会
社
が
な
く
な
っ
て
い
た

り
す
る
こ
と
も
多
く
、
お
金
を
取

り
戻
す
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

【
相　

談
】

　

80
歳
で
一
人
暮
ら
し
の
父
が
、
エ

コ
事
業
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
会

社
の
株
式
転
換
社
債
を
１
０
０
万
円

分
購
入
し
て
い
る
。
父
は
別
の
業
者

か
ら
も
「
こ
の
会
社
の
社
債
は
高
値

で
売
れ
る
」
と
い
う
電
話
の
勧
誘
を

受
け
て
い
て
、
そ
れ
を
信
じ
て
１
０

０
万
円
の
追
加
購
入
を
約
束
し
て
い

る
。
騙
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
「
怪
し
い
社
債
」
の
販
売
手
口

・
証
券
会
社
を
介
入
せ
ず
、
発
行
会

社
が
直
接
勧
誘
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
一
度
契
約
し
て
し
ま
う
と
転

売
は
ほ
ぼ
で
き
ま
せ
ん
。

・
別
の
買
取
業
者
が
「
あ
る
投
資
家

が
高
値
で
買
い
た
い
と
言
っ
て
い

る
」
な
ど
と
話
を
持
ち
か
け
て
社

債
の
購
入
意
欲
を
あ
お
る
と
い
う

悪
質
な
販
売
手
口
で
す
。

今月の納税

　７月末日が日曜日のため、今月の納期限は
８月１日（月）となります。

問合せ ▼税務課（

２期分
５・６月分
７月分
１期分
１期分
１期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

固定資産税
上下水道使用料
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 73

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

久
保
千
枝
子
（
☎
53
ー
２
７
３
８
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
6
月
句
会
）

広
宇
次
信
子

向
田
登
美
子

大
野　

千
尋

正
中
ツ
ヤ
子

森
本　

初
子

お
や
こ
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　ご家庭で出た使用済み食用油は、原則として毎月第２、第４週の金曜日に役場南側自転車置場
横と総合コミュニティセンターで回収していますので、食用油が入っていた容器に入れて出して
ください。ご協力をお願いいたします。
　回収された食用油は、和木町生活学校（藤本亮恵代表）の皆さんにより「しらうお石鹸」とし
てリサイクルされ、総合コミュニティセンターなどで常時販売されています。
※和木町生活学校のリサイクル施設「しらうお石鹸リサイクル工房」が、小学
校前旧消防車庫から和木１丁目共同墓地の南側（八幡山公園遊歩道入り口）
へ移転しました。なお、第２、第４金曜日には、直接持って行くこともでき
ます。

ダンボール

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、生ごみの減量化を推進するため、下表のとおり、住民サービス課窓口
で、斡旋価格にて販売を行っています。
　各ご家庭のライフスタイルに合わせて、生ごみの減量化、堆肥化にご協力をお願いします。

※販売対象者は、町内在住の方に限り、１世帯につき年間２台（ダンボールコンポストは４台）までとします。
※ＥＭぼかしは、１００円／袋にてＪＡ山口東農協和木支所で斡旋販売しています。
※その他、電気式生ごみ処理機購入補助制度（購入費の１／２、上限２５，０００円、事前申し込み必要）があります。

ダンボールコンポスト

生ごみ減量機器名 仕　　　様

通常用

１台当たりの斡旋価格

５００円

コンポスター

ＥＭ処理容器

１３０型（一般家庭向け）
２３０型（多量型）
１５リットル型

２，５００円
３，９００円
１，０００円

８００円初期用
（温度計、防虫ネット付き）

和木町地球温暖化防止活動推進員を委嘱
　６月１日、村本正治さんと村本禎子さん（和木４丁
目）が和木町地球温暖化防止活動推進員に委嘱され
ました。任期は、６月１日から平成２５年５月３１日ま
でです。
　お二人は、本年５月３１日まで山口県から委嘱され
た推進員として活動されており、この度、事務の移管
により町から推進員に委嘱されました。今後も引き続
き、地球温暖化の知識の習得や情報収集、地球温暖
化防止のため家庭での省エネ活動、普及、啓発活動
等を行います。村本禎子さん 村本正治さん
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男　3,293人
（±0）

女　3,292人
（＋6）

平成23年6月1日現在
総人口　6,585人

世帯数　2,760世帯

和木町の面積　10.56km

（＋6）

（－2）

0 4
14

66
94

134
189

178
198

198

204

190
198

135
138

168
166
182

237

159

208
232

4
19

50
86

125
161
149

264
255

180

206
240

217
229
229

196
193
182

156

152

大
竹
観
光
協
会

小
瀬
川
大
和
橋
下
流

荒
天
時
・
河
川
増
水
等
の
場
合

7
月
28
日
に
順
延

︵
両
日
と
も
開
催
で
き
な
い
場
合
は
中
止
︶

○
花
火
打
ち
上
げ
中
に

　
　
　
　
　
灯
ろ
う
流
し
を
行
い
ま
す
。

午
後
8
時
10
分
よ
り

大
竹・和
木  

川
ま
つ
り

（和木町）
車両通行止区間（19：00～21：30）
車両通行止標識

和木
小学校
和木
小学校

所
生花店

仮設
トイレ
仮設
トイレ

本部本部

JA山口東JA山口東

★
打上地点打上地点

体育センター
西京
銀行

〒

支部
（消防車庫）

車輌通行禁止時間帯は、車の出入りはできませんので、
ご了承ください。

2011
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試験職種　
　事務職・・・・・・・・・・・若干名
　保育士（幼稚園教諭）・・・・若干名
受験資格　
●事務職
　昭和５８年４月２日以降に生まれた方で、高等学校以上
の学校を卒業した方、または来年３月卒業見込みの方。
和木町内に居住している方、または居住予定の方。
●保育士（幼稚園教諭）
　昭和５８年４月２日以降に生まれた方で、保育士資格及
び幼稚園教諭二種以上の免許を取得している方、または
来年３月までに取得見込みの方。
第１次試験　９月１８日（日）
受付期間　７月１日（金）～８月８日（月）
採用予定日　平成２４年４月１日
問合せ　企画総務課（☎５２－２１３６　内線３０６）
※募集要項を、企画総務課（役場２階）で用意していま
す。また、募集要項は、町ホームページ（http://www.
　town.waki.lg.jp）にも掲載しています。

　次のとおり臨時職員を募集します。
募集人員　１名
勤務先　和木町立学校給食センター
勤務内容　学校給食の調理、食器洗浄ほか
応募方法　履歴書に必要事項（顔写真添付）を記入し、申込

期限内に教育委員会事務局（文化会館内）に
提出してください。

申込期限　７月２０日（水）
問合せ　教育委員会事務局（☎５３－３１２３）
※勤務条件、面接日程は、後日、応募者に連絡します。

町職員を募集します
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